
[参考資料]  「特許分析サービス」について 

 

 

1．「特許分析サービス」サービスメニュー 

 

サービスメニュー サービス内容 

業界動向分析サービス 

特定のテーマ（技術分野）における業界動向を分析する

ことで自社知財の強みを活かした研究開発分野の選択・

絞込みなどを支援するサービスです。技術動向、企業動

向、人的資源動向、技術の流れ調査、課題動向、利用分

野・用途など業界動向を把握するために必要な各種分析

を行うことができます。 

競合他社比較分析サービス 

特定他社企業との比較分析により、自社の強み・弱み

を活かした知財戦略の策定を支援するサービスです。

技術分野の強み・弱み、人的資源動向、キーパーソン

発見、課題動向、権利化動向における自社・他社の比

較分析を行うことができます 

有効特許評価サービス 

ライセンス契約時や発明者への報奨金額の査定時など、

自社・他社の重要特許評価を支援するサービスです。引

用情報や権利化状況、社内評価などを活用することでお

客様の判断基準に合わせた特許評価を行うことができま

す。 

 

 

 

 

2． 「特許分析サービス」実施の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社ツールを 

使った分析 結果レビュー 事前打合わせ 

分析結果
ﾚﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞ

・分析結果のご報告 ・ツールを利用した対象集合
の分析

・分析対象（集合）の確認
・目的と出力イメージの決定

お客様の 

分析テーマ

番号 
リスト

・レビュー結果を反映した再分析



3． 特許分析の出力例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 

【多観点分析】 
特許公報に記載されている「発明

の目的」「発明対象」を抽出し、自

動分類を行います。分類された目

的や発明対象と書誌事項を組み

合わせて分析を行うことで技術分

野の特徴や技術の遷移を明確化

し、自社・他社の強みや弱みを発

見することができます。 
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引用元数（出願件数に対する割合）
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引用元数（出願件数に対する割合） 【引用分析】 
各特許の引用情報を自動抽出

し、案件単位の引用回数・社数

の集計や出願人の比較などさま

ざまな分析を行うことができま

す。 
客観的な特許評価や競合他社

との比較分析を行うことで自社

の強みを活かした特許戦略の策

定を支援します。 


